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ということで、それを調査を受けて、さあそれ

からどうするかってアクションじゃなくて、調

査事業で路線をつくるということですから、そ

の調査事業を受けることによってヒアリングも

一緒に、住民の声も一緒に聞いて計画をつくる。

そして４月から運行したいということでござい

ますので、その調査事業を受けてから、じゃあ

どうすっかということを考えるんではなく、そ

の調査事業によって計画書を詳細なものをつく

ると、そしてそれに基づいて来年から運行する

ということでご理解いただきたいと思います。 

 あと、広域の部分については、例えば今まで

聞いているのですと、白鷹町の長井市寄りの例

えば蔵京線については、白鷹町の方も乗客とし

て利用いただいているんだそうです。ですから、

やっぱり市町村境の人たちというのは、もった

いないですから一緒に乗れないかとか、そうい

ったことはごもっともでありますので、置広の

中で提案はいたしますけれども、なかなか難し

いと私は感じております。置広の議員の皆さん

にも、ぜひそういったところなども声を上げて

いただければというふうに思います。なかなか

置広も、じゃあ具体的にどうするかということ

で、人手とかも含めて、なかなか大きい声にな

らないと動かないというふうに感じております。 

 なお、そういったところで、周りの市町さん

とは一緒にできるんですが、３市５町となると

なかなか難しいというのもあるのは実態だと思

っています。 

○小関勝助議長 14番、髙橋孝夫議員。 

○１４番 髙橋孝夫議員 大体言われることはわ

かりました。 初のバスの関係は、それは遺漏

のないようにしていただきたいと思います。 

 地場産の関係ですけれど、これちょっと私、

初耳の話がぼんぼん出てきて、整理つきません。

産建の協議会で言われた内容とほとんど、全然

違うんです、言われてることが。これ私、整理

できませんので、産建の協議会の議事録ありま

すから、それを読んでいただいて、きょうのさ

っきの答弁と重ねていただいて、少し整理をい

ただきたい。その上で再度別な形でお聞きをし

ますから、そのときにぜひ整理してお答えをい

ただきたいと思います。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

○小関勝助議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５９分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○小関勝助議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を行います。 

 

 

 町田義昭議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 順位５番、議席番号10番、町田

義昭議員。 

  （10番町田義昭議員登壇） 

○１０番 町田義昭議員 どうも、皆さん、お疲

れさまでございます。きょう５番目、 終の質

問者となりました。この５番目の席を獲得する

ために少し苦労があったわけでございます。 

 と申しますのは、４番まではあっという間に

決まっておりましたけども、なかなかこの５番

目の質問提出が決まらないということで、私が

それをあえて獲得をさせていただきました。そ

して本日このようにご褒美をいただきました。

と申しますのは、午後からの傍聴をいただくと

いうことは本当にまれでございます。午前中は

たくさんの傍聴者でいっぱいになることがある

んですけども、午後から傍聴いただくというこ
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とはすばらしいなと、こういう市民の方がこれ

からも一人でも多くふえていただくことを願い

ながら、本当に感謝申し上げる次第でございま

す。 

 私の質問は、本当に単純で５分間で終わりま

すので、少し長井市民としてうれしいなと思っ

たことが一つありましたので、それをちょっと

ご報告したいなと思います。 

 私は70歳近くなりまして大分暇になりました

ので、このごろスーパーに買い物に行くことを

一つの楽しみにしております。そしてスーパー

に行ってさまざまな人間模様、あるいは地域模

様を拝見することができると、私の勉強の場の

一つにも今なっております。長井の商品がこの

スーパーには置かれているんだろうかとか、あ

るいはあんな小さな村の商品がこんな大きなス

ーパーに飾っておると、本当に大したものだな

とか、そんなふうなことを考えながら見ている

んですけども、長井市の商品が各スーパーに置

かれているというのは余りないわけでございま

して、私の記憶では、幸町のうどん屋さんとか、

あるいは館町のだんご屋さんとか、そしてこの

間、本当にうれしいなと思ったのが、ことし長

井市が６次産業化しようということで力を入れ

ております行者菜が置賜地方のスーパーの店頭

に並んでおったと。長井市産って書かれておる

んですね。これが私は本当にすばらしくて、本

当にうれしいなと思いました。川西町のヤマザ

ワさん、それから南陽市のヤマザワさん、そし

て米沢市の大沼のスーパーさん、この米沢市の

大沼のスーパーさんに置かれているというのも

少し意味合いが違うのかなと、私はあそこのス

ーパーさんは１ランク上の品物を扱っているな

と、そういうふうに思っておりまして、そこに

長井市産があるというのは、本当に長井市民が

いよいよ前進のあかしを示すものでないかなと、

そんなふうに思った次第でございます。そんな、

少し目に喜びを感じながら、質問させていただ

きたいなと思います。 

 私は、長井市が次世代に負担の少ないまちづ

くりを願いながら一般質問をさせていただきま

す。今回の質問は、決して行政の怠慢などを追

及するものじゃなく、常識を確認し合うことを

趣旨とすることにご理解をいただきたいと思い

ます。 

 長井市は、水と緑と花の長井と言われて40年

になりました。と同時に、先人の皆様の努力に

よりまして、今も脈々と受け継がれ現在に至っ

ていることに敬意を表します。しかも、私たち

は全国でもトップクラスの安心・安全な恵まれ

た自然環境で生活をさせていただいていること

に感謝しなければいけないと思いますが、これ

に気がついていない方も多いのではないでしょ

うか。私の亡き母が言っておりましたけれども、

大変旅行好きで、北海道から沖縄まで足を運ぶ

機会が多かったんでありますけれども、旅行を

終えて家に帰ったときに、今回の旅行はなじょ

だったと尋ねますと、答えは、今回も田んぼあ

って、川が流っちぇ、山があった、そしてたま

に海があったなという返事を、どこの旅行へ行

っても同じ言葉の繰り返しでした。今思います

と、長井市の自然環境は全国一だったなという

ことを言いたかったのではないでしょうか。 

 生涯学習プラザは、山形県開催の第47回べに

ばな国体、少年の部の卓球会場として、全市を

挙げて成功に導かれました。あれから20年経過

し、市民の健全なる健康、体力増進と技術力の

向上に寄与され、現在に至っております。私の

健康づくりも生涯学習プラザは欠かせないもの

があります。ここ10数年来、月数回は利用させ

ていただいております。その間、長井市を含め

10市３町の市町民体育館を拝見しておりますが、

各体育施設は国体絡みの建設が多いわけでござ

いまして、古いものがほとんどであります。し

かしながら、 低のメンテナンスや備品の更新

などは施されているものと感じております。当
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市の生涯学習プラザは、スイミング施設が併設

されており、当時としては画期的であり、太陽

光利用温水化など、今でも貴重な施設であり、

自治体力を示す存在と考えております。 

 当市の体育館は、生まれたまま年をとってし

まった感があり、この点については残念に思っ

ているところでございます。私は６年ほど前か

ら、各種団体からの要望がありまして給水器の

設置を求めてきました。体育館の前にいつでも

誰でも飲めるような給水器を設置してほしいな

と、そういう要望がありましたので、私もその

対応をさせていただきました。しかしながら、

財政事情が許さないというような言葉で聞き入

れてはもらえませんでした。毎年同じ繰り返し

でしたので、完全に諦めたと、そんなふうなこ

とでございます。 

 給水器そのものは、そんなに高価なものでは

ないので、設置できない理由はほかにあるなと

感じておりました。それは何かはこれからの話

でございます。生涯学習プラザは、上水道が入

っておりませんでしたので、地下水利用では、

衛生上問題はないにしましても、公然と不特定

多数の給水利用には若干の後ろめたさがあった

のではないかと私は感じております。学習プラ

ザ開設時は、プールに大量の水が必要であり、

また、良質な地下水が豊富にあるということで、

大変恵まれた環境にあったわけでございます。

また、20年という長い期間、上水道の必要性を

感じる事実はなかったのでしょうか。この状況

について市長はどのように認識されていたのか。

また、上水道利用の必要性についての見解をお

伺いいたします。 

 一般家庭での地下水利用の場合、衛生上の制

約はないと考えますが、公共施設の飲料水につ

いての検査、点検、届け出などの対策が万全で

あったのか、市長の見解もあわせてお伺いいた

します。今までの20年はいたし方ないとしまし

ても、公に明らかになった時点で何らかの方向

性を示す必要があると思います。今までどおり

飲料水を含め地下水利用を進めるのか、あるい

は上水道利用に切り替えていくのか、はっきり

しなければいけない時点ではないでしょうか。 

 また、学習プラザ周りの駐車場の舗装工事計

画がされておるわけでございますが、二重の工

事にならないためにも、給水管の埋設もあわせ

て考えていただきたいと思います。市長の見解

をお伺いいたします。 

 次に、この秋には、市民が待ち望んだ陸上競

技場、本芝サッカー場、多目的広場、ナイター

設置と、10億円の大型投資による防災機能を有

する運動公園が一部完成予定になっております。

まち・住まい整備課の説明によりますと、上水

道利用となっているそうでございますが、私は、

運動公園にこそ地下水の利用が必要となるので

はないでしょうか。サッカー場、多目的広場の

芝の養生、緑地帯の維持管理には、スプリンク

ラーによる散水が不可欠と考えております。こ

れも上水道利用なのか。学習プラザ地下水利用

なのか、あるいは新たなボーリングによる地下

水の確保なのか、市長の見解をお伺いいたしま

す。 

 確かに長井市民は水に恵まれた環境にありま

すけれども、水の豊かさゆえ、水に対する甘え

などもあったのではないかと思った次第でござ

います。今までの20年間、何事もなく私たちの

健康づくりに貢献いただきました生涯学習プラ

ザの良質な地下水に感謝を申し上げながら、質

問を終わりたいと思います。ご清聴ありがとう

ございます。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員のご質問にお答えいた

します。 

 議員からは、生涯学習プラザと上水道の関係

についてということでございますが、その前に

行者菜のお話などをいただきましたけれども、

やはりスーパーでは行者菜と、あとは特に九野
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本の皆さん中心としたトマト、ミニトマトです

ね、あそこが例えばヨークベニマルさんとかの

店舗で長井産だということでありまして、私も

たまにスーパーに行きますと大変うれしく思っ

ているところでございます。 

 それでは、ご質問いただいた１点についてで

ございますが、まず 初に、上水道利用の必要

性はなかったかということでございます。 

 生涯学習プラザの建設当時、平成元年に完成

しておりますが、プラザ西側の現県道萩生九野

本線に50ミリの配水管が布設されておりました

が、50ミリの配水管からの給水では水量不足の

ため地下水利用にされたのか、当時設計段階で

の考え方について詳しいことはわかりませんが、

そういった状況から、プラザで使用される水に

ついては、飲料水、プール水、トイレの水、冷

房水、消雪水と多量の水が必要なことから、ラ

ンニングコストも踏まえて地下水を利用したの

ではないかというふうに思われます。 

 井戸については、プラザ北西部と南西の２カ

所に、それぞれ100メートルのボーリングが行

われ、深井戸水中ポンプにより給水されている

状況です。 

 プラザ建設からこれまで20数年間地下水を利

用してきましたが、上水道と同じ処理による衛

生管理をしてまいりましたので、幸いなことに

これまでは支障を来すことはなく事故もなかっ

たというふうに把握しております。 

 議員からは、給水器設置の要望をされてきた

ということでございますが、確かに財政事情も

ありましたけれども、プラザのほうからの報告

によりますと、体育館に２階の東側と西側に給

水所が設置されていると。給水器ではなくて給

水所ということだそうです。蛇口がそれぞれ３

つあるということでございます。また、去年、

今泉議員からも、市役所の庁舎のほうに給水器

をということでしたが、やっぱり給水器を設置

するには大体、条件にもよるんですが、１カ所

10数万から20万ぐらいかかるということでござ

いました。やはり今から５年ぐらい前ですとそ

れぐらいの金額もなかなか厳しかったと思いま

すが、やはりここ一、二年の状況から、給水器

というのが必要とあらばやっぱり設置しなきゃ

いけないんじゃないかなということを考えてお

りますが、やはり傾向としては、スポーツにい

らっしゃる方はどちらかというと、子供はなか

なか難しいかもしれませんが、大人はペットボ

トルとかミネラルウオーター、あるいはスポー

ツドリンクを飲むということで、給水器の設置

は必要かどうか、その辺の判断を今もう一度検

討しなきゃいけないというふうに考えているよ

うでございます。 

 ２番目の地下水利用の不安はということでご

ざいますが、先ほども申し上げましたけれども、

プラザの地下水利用は、水道法の専用水道に属

するということでございます。ただ、規模が小

さいため届け出を必要としませんので、年４回、

一般財団法人山形県理科学分析センターによる

水質検査を実施し、また、薬の注入のポンプに

より地下水に次亜塩素酸ソーダを注入して、専

用水道と同様の処理を行い、水質の衛生面、安

全性を確保しているところでございます。専門

に水を供給している市の上水道では、検査項目

及び検査回数が大幅に多くて、より安全性が確

保されておりますが、上水道と比べますと、改

めて報告を聞きますと、検査回数も少なくて、

安全性は上水道から比べれば低いということは

否めないと思います。 

 なお、水道法の適用を受ける水道ということ

で、市の関連でございますと、長井市の上水道

が、これ届け出もちろん出しているわけです。

それと専用水道ということで、長井病院が届け

出を出していると。あと、本来であれば学習プ

ラザも届け出を出さなきゃいけないんですが、

規模が小さいために義務がないということで出

してないということでございますが、やはり私
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もこういったところまでは、今回質問をいただ

いて勉強するまで詳しいことはわかってなかっ

たんですが、やっぱり規模の大小ではないだろ

うというふうに思ったところでございます。 

 今後の方向についてということでございます

が、プラザの地下水利用については、先般開催

されました文教常任委員会協議会でも町田議員

からのご指摘をいただき、また、現在進めてお

ります体育施設整備計画検討委員会において、

委員の方からも、プラザの地下水については、

早期に上水道に切り替えるべきであるというご

提言も、町田議員も含め、いただいているとこ

ろでございます。これまで地下水を使用して事

故なく経過いたしましたが、より安全でおいし

い水を提供するには、上水道への一部切り替え

が必要であると思っております。例えば大量に

水を使うプールについては、これも塩素処理は

水道自体もしているわけですね。それに薬剤濃

度をはかって殺菌等、常時プールのほうはプー

ルで管理しておりますので、したがって、プー

ルと消雪については今までどおり地下水を使っ

て、トイレと飲料水については水道を使うべき

かなということで考えて、検討しなきゃいけな

いなと思っているところでございます。 

 また、プラザのトイレでございますけれども、

25年近くたっているわけですが、ついこの間、

行政相談員って、総務省の委託を受けた、市で

も２名いらっしゃるんですが、その西置賜の総

会がございまして、総務省の行政相談所という

のがあるんですが、そこの調査によりますと、

公共施設の国の場合は85％ぐらいが要は和式の

便器だけじゃなくて洋式がちゃんとあると。と

ころが、プラザは残念ながら洋式が少ない状況

です。小学校、中学校にも義務化したところで

すけれども、やっぱり個数が少ないと。学習プ

ラザについても、洋式はゼロではないんですか、

和式が大半ですので、衛生面では便座を拭くよ

うな、洗浄剤とか、あと便座シートなどなどの

対応も必要だと思いますが、やはりトイレも、

あと例えば男性のトイレの便器なんかも、ボタ

ンを押さないと流れないようになってますんで、

自動の洗浄みたいなものをしていかなきゃいけ

ないんじゃないかなということで、それらも含

めて、上水道の切り替えを検討していきたいと

思っております。 

 また、議員ご指摘のとおり、国のほうの元気

交付金で、いち早く金額だけしか示されており

ませんが、間違いなく財源がいただけるという

ことなものですから、その一部を使わせていた

だいて、今回の議会に提案させていただいてい

ますが、プラザ駐車場の舗装工事、これは200

台分でございますが、これの手戻りにならない

ように、ぜひ上水道の管をあらかじめ埋設する

なり、そういったことも対応していきたいとい

うふうに思っております。ご提言大変ありがと

うございました。 

 あと生涯学習プラザ、これ運動公園にこそ地

下水利用をということでございますが、生涯学

習プラザの運動公園については、議員からご指

摘いただきましたように約10億円かけるという

ことでございますが、うち３億円が土地開発公

社からの切り替えの土地代、それと、当初６億

円だったんですが、照明なども充実させること

も認めていただきましたものですから、変更も

含めて７億円近く、全体で10億円近くなるわけ

ですけども、これは防災機能を備えた都市公園

として整備するもので、防災機能としては、ヘ

リポートと備蓄倉庫、これ備蓄倉庫は陸上競技

場の器具庫の一部にするわけですけども、ある

いは防災かまどなどを整備するほか、別途事業

で防火貯水槽も設置する予定でおります。また、

運動公園の飲料水は上水道を利用しますが、天

然芝の散水用として既存の学習プラザの地下水

を利用する計画でしたが、散水に必要な揚水量

が見込めないんではないかというふうに見てお

りまして、新たに深井戸を設置して、十分な揚
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水量を確保したいというふうに考えております。 

 なお、地下水の水質検査の結果、水道水とし

ての水質基準を満たして、災害時などの応急的

な飲料水としての使用が可能になるんではない

かと思っております。 

 後に、生涯学習プラザの維持補修について

でございますが、平成15年以降の財政危機に伴

う行財政改革の取り組みによりまして、プラザ

に限らず、公共施設全体の維持補修については

本格的に手をかけることができませんでした。

ようやく財政の健全化を図ることができ、また、

国の緊急経済対策交付金事業も相まって、ここ

二、三年、部分的にではございますが、大規模

な施設設備の改修等が実施できるようになりま

した。 

 生涯学習プラザにつきましては、給湯システ

ム貯水槽入れ替え工事、あと舞台のつり物の設

備改修工事、屋上のソーラー配管修繕工事、ま

た、真空式温水ヒーター更新工事、地下水除砂

装置取りつけ工事等を今まで実施してきたとこ

ろです。今年度は、プラザ西側壁面改修工事と、

舞台つり物ウインチ交換工事、深井戸用水中ポ

ンプ更新工事を計画し、また、今議会に駐車場

アスファルト舗装等の工事に係る補正予算を上

程させていただいておりますが、施設全体の老

朽化が進んでおりますので、専門家による調査

を実施した上で、施設全体の大規模改修を行う

必要があると考えております。 

 現在、この２月からスタートした体育施設整

備計画検討委員会において、今後10年間の整備

計画を検討していただいておりますので、その

計画策定の答申を受けまして、第５次総合計画

に掲げ、年次計画で取り組んでいきたいという

ふうに考えているところでございます。 

 私のほうから以上です。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 答弁ありがとうござい

ました。 

 私は、学習プラザの、上水道でなければいけ

ないとか、地下水利用でいいとか、そういうこ

とは今議論しましょうということではなかった

んです、趣旨としては。と申しますのは、もう

ずっと建設以来、歴代の首長さんたちがそれを

認めてきたんだからね、もう何十年もこれでい

いんだと。だから私は逆に、自信を持って長井

市の地下水利用を前面に出してやってもいいん

ですよというふうな気持ちも正直言ってあるん

ですけども、しかしながら、公共性ということ

になった場合に、それはどういう対応ができる

のかなと。そうなった場合に、やっぱり上水道

に切り替えるしかないのかなということで質問

しているわけで、どっちも地下水なんですから、

長井市のね。だから良質なことには変わりない

ので。でも、この20年間に、やはり上水道の必

要性というのは、私は正直言ってあったんでな

いかなと。それはこまいことについてなんです

けどもね。例えば、今、市長が体育館のいろん

な給水施設とか、あるいはあそこの空調とか、

そういうものは地下水を利用して、そしてやっ

ていくんだという売りだったんですけど、ほと

んど機能しなかったというのが実際じゃないか

なと私は思うんで、冷房システムなんていうの

はもう全然、今ももちろんですけどね。あと砂

がつかえてだめになったからメンテナンスする

というような話もあったんで、やはり地下水の

功罪ということであったと思いますけども、罪

のほうも、私は今考えればあったのではないか

なと。ただ、重大なことではなかったので、そ

れは見過ごしてきたという繰り返しということ

だと思いますけども、方向性としては上水道だ

ということですので、再質問なんてもう全然な

いわけですよね。 

 ただ、私は給水器云々とかね、というのは、

各自治体の体育館に行って、正直な話、長井市

の体育館はいい体育館なんですけども、やはり

寂しい体育館なんですよね。周りに備品として
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あるものがないのが長井市の体育館だと。でも、

今までは、まあ財政的な事情もあったんであん

まり言えないなというようなことでありました

けども、今、選手の皆さんは、ほとんど自分の

スポーツ飲料とか衛生管理はきちっとやってお

りまして、ほかの水は飲みません。だから、２

階に給水所があるなんていっても、それは飲み

ません。しかしながら、給水器がありますと、

それは飲むんですね。やはりそれだけ給水器と

いうのは安全な水なんだという証だと思います

ので、私は、ここで別に陳情、要求するわけで

はないんですけども、いろんな団体の皆さんと

お話をしていただいて、必要があれば入れてあ

げたらいいのではないかなと、そのように今思

っております。 

 体育館のいろんな空調とかそういうもののほ

うにこれからも地下水を利用していくというこ

となんでありますけども、そういうさまざまな

機械に対する影響というものは今後ないのかな

と思っているんですけども、もし細かい部分に

ついて担当課長のほうに振っていただいても結

構ですので、その点についてお聞かせ願えれば

ありがたいなと思いますけれども、よろしくお

願いします。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員から、上水道を使わな

くて安全性は保てるのかということで、いろい

ろ調べましたところ、やっぱり上水道と比べれ

ば検査の体制がちょっとというか、かなり甘い

ということが明らかになって、今までは運がよ

かったのかもしれません。ですから、やっぱり

これは変えなきゃいけないというふうに思った

ところです。ただ、ランニングコストは年間数

百万かかるとは思いますけれども、そういうコ

ストは、これ安全の面のコストというのはしよ

うがないんじゃないかと思ってます。 

 あと、機械設備については、私の知る範囲で

は、そんな水が悪いわけじゃないんですが、や

っぱり砂が入ってどうのこうのということで、

余り正常に作動してなかったように思っており

ます。したがって、ちょっと、せっかくの設備

が十分に生かされていなかったと、今も使われ

てない部分がありますので、そういったところ

について、ちょっと担当の生涯スポーツ課長の

ほうから状況等、あるいは今後の考え方につい

て答弁をいたさせます。 

 お願いします。 

○小関勝助議長 佐藤孝博生涯スポーツ課長。 

○佐藤孝博生涯スポーツ課長 町田議員の質問に

お答えをいたします。 

 プラザの機械設備、特に冷房につきましても

地下水を利用しておりまして、二、三年前まで

は大分、送風機の部分が配管が細いものですの

で、そこに砂とかさびとか詰まって、洋研修室

または談話室等々、冷房がうまくきかない状況

がございましたけれども、その部分を洗浄いた

しまして、現在は洋研修室、事務室、談話室

等々の洗浄をいたしましたので、冷房は大変よ

くきく、または暖房も以前よりもきくようにな

りました。全館まだまだそういう箇所がござい

ますので、現在年次計画を立てながら対応して

おりますけども、今年度につきましては、プー

ルの観覧席の部分とか、そういった部分を洗浄

を行います。また、体育館も同じような設備が

ございますので、年次計画の中で体育館のほう

も洗浄しながら、エアコン、暖房がきくように

してまいりたいというふうに考えております。 

 また、今後の対応ということでありますが、

やはり地下水を使えば同じような状況が起きま

すので、先ほど市長からもございましたが、昨

年、除砂装置という機械を設置いたしました。

その機械を通しますと砂が大分取れますので、

そういったことで今後の機械への状況は以前よ

りも格段によくなるのかなというふうに考えて

おります。以上です。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 
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○１０番 町田義昭議員 ぜひ課長の言うような

とおりに今後進めていっていただきたいなと思

います。 

 先ほど市長のほうからも環境に関してお話が

あったんですけども、トイレ関係、別に生涯学

習プラザのトイレは、周りの自治体のトイレよ

りも劣っているなんて私は全然思ってません。

ただ、少し汚いぐらいなもので、洋式もきちっ

とそろっておりますし、大丈夫だと思います。 

 ただ、やはり今まで地下水利用だったもので

すから、飲んでいい水と飲んでいけない水とい

うのははっきり明示したほうが、かえってこれ

からいいのではないかなと思います。今までト

イレのわきの給水器にコップが置かれておりま

すので、これは自然と飲んでいい水だと思いま

すし、私たちも飲んでおったんですけども、文

教委員会でこの間、さまざまそんなことを話し

ていて、議論したんですけども、その後の６月

１日の大会のときは、そのコップが、取り除か

れておりました。物の見事に反応しておりまし

たが、２階に行って飲み水を飲むというのはな

かなか大変な話であって、その辺は今後の課題

としていろいろいい方向に向けてやっていただ

ければよろしいのではないかなと、そういうふ

うに思います。 

 先ほど、生涯学習プラザのいわゆる改修とか

備品の更新とか、いろいろ市長が話をしていた

だきましたけれども、一般市民にとっては、そ

の分はほとんど設備とかあれは構造に関した部

分であって、直接よくなったなとか、便利にな

ったなというものではないわけだね。やっぱり

利用する市民の場合は、さまざま利用の価値観

というのは大分違いまして、例えば暖房器具が

入ったとか、クーラー関係はまた別としまして、

あと例えば床が悪くなったから床を直していた

だきたいとか、そういうことだと思いますね。

そうした面については、やはりプラザ体育館は、

まだまだしなければならないことが私はたくさ

んあるんでないかなと、そういうふうに思いま

す。別に責めているわけでありませんので、た

だ、市民の声を聞いていただきたいと、そうい

う場はやっぱり議会ということも一つの方法だ

と思いますので、あえて言わせていただいてい

るわけでございますけども、例えば南陽の体育

館は長井よりもはるかに遅いんですね。でも、

床は３年前に全部新しくなってしまいました。

しまいましたということは、それぐらいそじっ

たのか、どういうことか私わかりませんよ。で

も、そじなければ交換しないでしょうから、や

はりそれぐらい利用されたのか、それもわかり

ません。でも、それはそういうことだそうです。 

 やはり今まで要望してきたものも結構あるん

ですけども、音響施設とか、極めて悪いです、

これは。 

 あとプラザ体育館ほど冬寒いところはないと。

外より寒いって。いや、これは現実なんですよ。

しんしんと寒くなってくっから、外より寒いっ

て。だから、けがが怖くて、特に年齢のいった

人はあそこへは行けないと。少なくとも冬の期

間、少し、汗をかくような暖房でなくても、若

干肌ぬるい暖房があったらなというような声も

聞いてきたことは事実ですし、この間、体育館

の何か休憩室に行ったら、何かジェットヒータ

ーのようなものが、新しいシートにかぶさって

２台ほど置かれておったんですけども、あれは

どういう、何かあったんですかね。もし生涯ス

ポーツ課長答えていただければと思ったんです

けども、そういう手を加えていただくというこ

とについては、市長、どういうふうに考えてお

られますか。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 やっぱり今から５年前は、とて

もとてもそういったことについて、難しいとい

うことを答えざるを得ない状況でございました。

やはり本当に南陽市はすばらしいなと。例えば

役所一つとっても、病院の議会なども行ってい
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るわけですが、ただ、南陽市もかつては長井市

はいいなと思っていた時期があったわけですか

ら、やはりそこは時代時代でそういう時期、い

いときと悪いときがあるんだろうというふうに

思ってまして、これから順次、市民の皆さんの

ご協力を得て整備していきたいと思っています。 

 そんな中で、やっぱり難しいというふうに思

ってますのは順番だと思ってます。学習プラザ

の例えば大規模改修については、もう少し研究

しないといけないんでしょうけども、基本的に

補助メニューが見当たらないんですね。ですか

ら、さっきの学習プラザの運動公園、この陸上

競技場、あれは５割の補助をいただけるわけで

すね。土地代３億円プラス１億円自前で平らに

直して終わりだったんですよ。４億円自前です

よね。それが、結果として10億円の事業になり

まして、土地代は３億円全て補助対象じゃなか

ったんですけども、やはり３分の１の補助をも

らって、あと残りの工事費は半額補助ですから、

４億円で自前で平らに直して終わるものに、き

ちっとした形で、プラス１億円ちょっとまたお

金も投じなきゃいけないんですけども、ああい

うふうに設備できたわけですね。ですから、学

習プラザの運動公園については、これから多分

西置賜では唯一の陸上競技場、正式な、公式記

録出せるところなんです。あと米沢市よりもい

いわけですから、ほかのところからも長井市に

陸上競技場へいらっしゃると。 

 学習プラザの体育館なんかも、プールなんか

も、かつては置賜でも、多分建設当時は一番よ

かったと思うんですね。ところが、老朽化して

財政が厳しくなって、手をかけてこれなくなっ

たんで、いつの間にかちょっとかなり見劣りす

るような施設になってしまったと思っています。 

 問題は、例えばスポーツ施設なんかも、幸町

の野球場とか、あるいはソフトボール場をどう

するとか、テニスコートをどうするとか、そう

いったところについては、国の補助事業で長寿

命化といって６割補助でできるメニューを見つ

けているわけですね。ところが、学習プラザは

ないものですから、全部100％自前だというこ

とで、ちょっとその順番が少し遅れるのかなと

いうふうに思いますが、やっぱり市民の要望と

いうのは大切にしなきゃいけないと思っていま

すので、ぜひ見える形でやっていきたいと思っ

ていますし、学習プラザについては、生涯スポ

ーツ課長がプラザの館長も兼務しているわけで

すけども、顔を見るたんびにプラザこうしてほ

しいああしてほしいというふうに言っておりま

すので、先ほどのジェットヒーターの件なんか

も、多分あらかじめ要望をしていたものが備え

ることができたんだと思いますし、あとはtoto

の資金を使って、学習プラザに調理室あるわけ

ですけども、あそこを、もう少し改造して、常

時飲食を提供するお店などもつくれないかとい

うことで、総合型地域スポーツクラブ、花スポ

ですね、これがスタートしましたんで、そんな

ことから、遅ればせながら、これから徐々に力

を入れていきたいと思いますので、すぐにはで

きない部分もあるかもしれませんけども、努力

をしてまいりたいと思います。 

 なお、生涯スポーツ課長のほうから、そうい

ったことについて少しだけ答弁をいたさせます。 

○小関勝助議長 佐藤孝博生涯スポーツ課長。 

○佐藤孝博生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 生涯学習プラザにつきましては避難所の指定

を受けておりまして、ことしの２月に防災的な

備品というふうなことでジェットヒーター２台

を購入させていただきました。ことしの２月、

バレーボール教室もございましたので、機械も

常に使わないと使えなくなるということもあり

ますし、有効的にそういったスポーツ教室にも、

まだ１回ではありますが、使用をしたところで

あります。そういった意味では、要望がござい

ましたら各団体で、灯油代はぜひ持っていただ

きたいということはございますが、ジェットヒ
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ーターを有効的にご活用いただければというふ

うに思います。 

 また、体育館が大きいですので、２台でどう

かということもあるかと思いますので、今後、

もう１台または２台ということで、検討をさせ

ていただきたいというふうに考えているところ

であります。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 私は、ようやく聞き入

れてというかな、話を聞いていただけるような

環境が来たなということでお話をしているわけ

で、やはり財政再建中は何事もできなかった、

それは十分承知しているわけで、やはり順番を

整理しながらやっていただくということを、

我々がやっぱり市民にそういう話を言葉として

伝えていかなければ納得してもらえませんので、

そういう市民との仲立ちをやっているという私

たちの立場も考えていただいて、ありがたいな

と、そう思っているわけで、決して私、 初南

陽市の話をしたんですけども、南陽市さんがう

らやましくて言ってるんじゃないですよ。私は

全然そういう各自治体のことはうらやましいと

かということを何事も考えたことがないわけで、

長井は長井のカラーでございますのでね。それ

こそ長井市が怠慢しているわけでないですので、

そういう心配はする必要はないんじゃないのか

なと私は思っております。 

 プラザ運動公園には、余計な心配してしまっ

たなと思っておりますが、そこまでまだ委員会

のほうでは質疑をしておりませんでしたので、

上水道は入りますというお話だけは聞いておっ

たんですけども、そのほかの水確保についての

議論はしておりませんでしたので、やはり独自

のボーリングによる水の確保ということであり

ますので、それは結構なことだなと、そのよう

に考えております。 

 運動公園のさまざまなことについては、通告

しておりませんので、これはこれで、これ以上

できませんけれども、やはりいつかの機会に、

私、予算総括だか一般質問だかで申し上げたこ

とがあったんですけども、運動公園をやる事業

費を有効に利用して、生涯学習プラザまで食い

込ませてやることできないかという質問をした

ことがあったんですよね。そういうことはいい

のか悪いのかはまた別としましても、そういう

応用問題をクリアできないかと、そのときには

運動公園は運動公園できちっと区切りがついて

いる予算でありますので、プラザのほうには流

用できないという答弁をいただいた記憶がある

んですけども、今後におきましても、プラザの

トイレ改修など、あのとき私はトイレの改修っ

て言ったつもりしてたんですけど、そういうト

イレの改修のようなものを何か点線で結んで改

修ができないかとか、そういうものというのは

少し勉強できないものでしょうかね。その点に

ついて、市長、いかがですか。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 町田議員から確かにそういうよ

うなご提言などもいただきまして、国土交通省

の今回補助事業なんですけども、防災機能を有

する運動公園ということで、実は学習プラザと

切り離さないと該当にならなかったと、むしろ

一緒ではだめだということでございました。し

たがって、補助対象エリアとしては学習プラザ

を入れられなかったものですから、それを入れ

られないかということで大分交渉しましたし、

国交省の外郭団体のほうにも私も２回ぐらい出

向いて交渉したり、あと国土交通省の担当の局

のほうにも出向いたりもしたんですが、残念な

がら制度的にそれはできないと。もともと学習

プラザは、どちらかというと総務省とか文部科

学省関係の資金とか融資でやった事業でござい

ますが、そんなことで、やっぱり切り離さざる

を得なくて、だめだったということなんですが、

これから、いろんな事業をこれからもいろいろ

駆使しながら、市民の皆さんの要望に応えてい
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かなきゃいけないと思いますが、やっぱり一番

は情報をきちっと収集して、いろんな補助メニ

ュー、我々知らないものはたくさんあるんだと

思います。そこのところが、長井市、少し昔か

ら比べれば能力が落ちているのかなというふう

に私個人は思ってまして、ぜひその辺は職員の

皆さんにもご協力いただいて、あるいはぜひ議

員の皆様からも何か情報ございましたらお教え

いただきながら、うまく活用する、そんなやり

方をこれからしていかなきゃいけないと思って

います。 

○小関勝助議長 10番、町田義昭議員。 

○１０番 町田義昭議員 １時間使えなくて残念

ですけども、十分な答弁をいただきましたので、

これで終わらせていただきたいと思います。あ

りがとうございます。 

 

 

   散     会 

 

 

○小関勝助議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 再開は、明日午前10時といたします。ご協力

ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時１１分 散会 




